




GREETINGS ごあいさつ

　このたび、ハンガリー・ベルギー・フィンランドの各国男子代表チームを沖縄県沖
縄市にお迎えし、「日本生命カップ2021 バスケットボール男子日本代表国際強化試
合2021（沖縄大会）」を開催できますことを、大変うれしく思います。また、難しい状
況のなか来日いただきました各国の選手・スタッフの皆様にも、心から感謝いたしま
す。
　今大会は、コロナ禍のなかで強化活動を続ける男子日本代表チームにとって、貴
重な国際試合の機会です。安心安全な大会とするべく最善を尽くしますので、ファ
ンの皆様におかれましては、会場で、あるいはインターネット配信を通じ、ぜひ試合
をお楽しみいただき、男子日本代表チームへのご声援をよろしくお願いいたします。
　結びに、特別協賛をいただきます日本生命保険相互会社様をはじめとする協賛各
社様、また本大会の開催にあたり様々な形でご支援・ご尽力いただきます皆様方に
お礼を申し上げますとともに、今大会の成功を祈念いたしまして、ごあいさつといた
します。

親愛なるスポーツフレンズ！

　ハンガリー代表チームがここ沖縄でプレーできることを嬉しく思います！　我々
の代表チームは2度目のユーロバスケットの出場権を獲得し、過去数年間でヨーロッ
パの上位24チームの中での地位を確立しました。
　我々のチームは数カ月以内にワールドカップ予選が行われる準備をしており、本
大会ではチームのケミストリーを向上し、ゲームのあらゆる面で発展する絶好の
機会です。異なる大陸の代表チームと対戦することは常に大きな挑戦であるため、
JBAからの親切な招待を即座に受け入れることは明らかでした。
　代表チームの主要選手の一人であるロスコ・アレンが日本でプレーしているので、
我々は皆、B.LEAGUEと日本のバスケットボールの質の高さを認識しています。こ
の一連のゲームは、このようなパンデミックの状況下で我々の愛するスポーツを普
及させる絶好の機会になると確信しています。
　素晴らしい伝統ある本トーナメントに出場するのはこれが初めてですが、これが
最後ではないことを願っています。将来、日本で再びプレーする機会があることを
願っています。
皆さんが安全でスポーツマンらしいゲームを展開することを願っています！

公益財団法人日本バスケットボール協会 会長
President, Japan Basketball Association

三屋 裕子
Yuko Mitsuya

ハンガリーバスケットボール連盟 会長
President, Hungarian Basketball Federation

フェレンツ サライ
Ferenc Szalay

We are very pleased to welcome the National Teams of Belgium, Finland and 

Hungary to Okinawa City, Okinawa Prefecture, for the "Nippon Life Insurance 

Company Cup 2021 – Japanese Men's Basketball National Team International 

Games".

We would also like to thank all the teams for coming to Japan under these 

difficult circumstances.

It will be a very precious opportunity for the Japanese Men's National Team that 

has been working on under many COVID-19 restrictions. We will do our best to 

run the event safely in the secure environment and we hope all of you will enjoy 

the games at the venue and via the internet. We would truly appreciate your big 

cheers and support.

In the end, I would like to extend my sincere gratitude to Nippon Life Insurance 

Company for the special sponsorship and everyone involved for their efforts and 

understanding to make this event come true.

Dear Sport Friends!

We are glad and honored that the Hungarian National team can play here in 

Okinawa! Our National Team qualified to the EuroBasket second time in row, so 

we fixed our position among Europe’s top 24 teams in the last few years.

Since our team is preparing for the World Cup qualifiers to be played in couple of 

months, this competition is an outstanding occasion to improve team chemistry 

and develop in every aspect of the game. It is always a great challenge to play 

against national teams from different continents, so it was obvious to accept 

your kind invitation instantly.

Since Rosco Allen – one of the key players of our National Team - is playing in 

Japan, we are all aware of the high quality of B.LEAGUE and Japanese basketball. 

I am sure that this series of games will be an excellent possibility to popularize 

our beloved sport under these pandemic circumstances.

Even if this is the first time that we can play on this tournament with great 

traditions, hopefully this isn’t the last one, and we will have a chance to play in 

Japan in the future again!

I wish all of you exiting, safe and sportsmanlike games!



GREETINGS ごあいさつ

親愛なるバスケットボールの友人・愛好家の皆様へ

　日本とベルギーの両国は、普遍的で共通の価値観を共有しており、何十年にもわ
たって温かく強い絆で結ばれています。
　困難な状況ではありますが、日本は来る2021年夏季オリンピックの開催国となる
ことを誇りに思います。日本、組織委員会、そして選手の皆様が、記憶に残る多くの
ハイライトと共に、素晴らしい大会を開催されることを願っております。
　日本バスケットボール協会から、夏のバスケットボール大会に招待されたことは、
ベルギーと我々の「ベルギー・ライオンズ」にとって大変名誉なことです。来年の
「FIBAユーロバスケット2022」に出場する強力なチームを派遣できることを誇りに
思います。
　我々のベルギー・ライオンズは、我らの名誉を高く掲げてくれると確信しています。
チームは、この信じられないような貴重な経験を、今後のチャレンジに活かしていき
たいと考えています。
　このような機会を与えられたことに感謝し、全チームの幸運を祈ります。

日本の親愛なる友人たち！

　過去1年半は世界にとっても挑戦でした。スポーツにおける世界大会の復活はマ
イルストーンではありますが、最も暗い夜の後でも、太陽が再び昇ることを思い出さ
せてくれます。すぐに、我々は尊敬と兄弟愛をもって、公正な大会で再び対戦するこ
とができると思っています。
　フィンランドは、来たるオリンピックとFIBAワールドカップ2023を共催する日
本を祝福したいと思います。沖縄での招待トーナメントに参加し、オリンピックに向
けた準備に貢献できることを光栄に思います。オリンピックトーナメントへの出場は
我々にとって大きな夢であり、日本には特別な思いがあります。フィンランドが最後
にバスケットボールでオリンピックに出場したのは1964年の東京大会でした。
　我々は日本のバスケットボールの進化を認識しており、日本のファンの前でプレー
することに興奮しています。日本バスケットボール協会は、待望された国際トーナメ
ントのために世界クラスの施設と条件を提供してくれると確信しています。

バスケットボールベルギー 会長
President, Basketball Belgium

ヤン ヴァン ランシュート
Jan Van Lantschoot

バスケットボールフィンランド 事務総長
Managing Director, Basketball Finland

アリ タンミヴァーラ
Ari Tammivaara

Dear Basketball Friends & Enthusiasts,

Both our countries, Japan and Belgium, have enjoyed a warm and strong 

connection for decades as we share universal and common values.

Although in difficult circumstances, Japan can be a proud host of the upcoming 

Summer Olympic Games 2021. We wish you, the organizing committee and all 

the athletes’ great games with many memorable highlights!

It is a great honor for Belgium and our “Belgian Lions” to be invited by the Japan 

Basketball Association to participate in your summer basketball tournament. 

We are proud to be sending a strong team that will be competing at the FIBA 

EuroBasket 2022 next year.

We are convinced our Belgian Lions will carry our honor high. The team is looking 

forward to this incredible and valuable experience, which they will leverage for 

future challenges.

We are grateful and thankful for this opportunity and we wish all teams the 

best of luck.

Dear friends in Japan!

The past year and a half have been challenging for the world. The return of 

global competition in sports is somewhat a milestone – a reminder that sun will 

rise again even after the darkest of nights. Soon, we are again able to challenge 

each other in fair competition in the sense of respect and brotherhood.

We in Finland want to congratulate the nation of Japan for the upcoming 

Olympic Games and for co-hosting the FIBA World Cup 2023. We are honored to 

participate in your invitation tournament in Okinawa and be part of preparation 

for Olympic Games. Qualifying to the Olympic tournament is a big dream to us 

and Japan has a special association with it. Last time Finland played basketball in 

Olympics was in Tokyo in 1964.

We are aware of the evolution of Japanese basketball, and we are excited in 

performing in front of Japanese fans. We are certain that Japan Basketball 

Association will provide world-class facilities and conditions for this long-awaited 

international tournament.





INTERVIEW プレーヤーズインタビュー

Yuta 
Watanabe

NBAのシーズンが終わってからは、どのように調
整をしてきたのですか？
渡邊―シーズンが終わって地元の香川に帰り、
両親に手伝ってもらってシューティングをしたり、
トレーニングをしたり、自分でできることはやって
いました。試合から離れているのでゲーム勘を取
り戻すには少し時間がかかるかもしれませんが、コ
ンディションは悪くないと思います。
ラプターズで2ウェイ契約から本契約を勝ち取り
ました。改めて感想を聞かせてください。
渡邊―昨シーズンは2ウェイ契約でいられる最
後の年でした。チームから本契約に値する選手だ
と思ってもらわないと僕のNBAでの挑戦が終わっ
てしまう状況だったので、崖っぷちの状態でしっか
りと自分を出して評価してもらったことは素直に
うれしかったですし、今まで頑張ってきて良かった
なと思いました。3月終盤くらいから自分らしいプ
レーをどんどん出せたことが本契約につながった

崖っぷちからつかんだNBA本契約
と思います。

2年前のFIBAワールドカップでの課題は？
渡邊―一番はフィジカルで負けてしまったこと
です。当然、相手はスカウティングをしっかりして
きて、日本のフィジカルの弱さをつぶしに来ました。
そこで自分たちは受け身になってしまい、仕掛ける
ことができませんでした。日本らしい速い展開や
足を動かすディフェンスもできなかったので、あの
悔しさは忘れていません。
この2年、NBAでプレーしながらワールドカップ
で出た課題を克服できたと思いますか？
渡邊―僕自身、NBAという厳しい環境の中で
シーズンをやり抜けたことは、結果として日本代表
にプラスにつながっています。それは僕だけじゃ
なくて、（八村）塁や（馬場）雄大のような海外組も
そうですし、今まで日本代表を支えてくれた国内
組もそうです。この2年間で一人ひとりがリーグを
戦いながら課題に向き合っているので、そういった
意味では、2年前より成長できていると思います。
田中大貴選手とともにキャプテンに任命されまし
た。心がけていることは？
渡邊―前回のワールドカップでも（篠山）竜青
さんとキャプテンをやらせてもらいましたが、その
時は、年齢的にも精神的にも若いところがあって、
まだキャプテンとしての仕事ができていませんで
した。今回は僕と大貴さんがキャプテンを務めま
すが、自分がしっかりと先頭に立って背中で引っ張
り、また声を出してコミュニケーションを図り、リー

ダーシップを見せていきたいです。
沖縄でのハンガリー、ベルギー、フィンランドとの
強化試合について抱負を聞かせてください。
渡邊―ヨーロッパのチームは体格がよくてサイ
ズもあります。ワールドカップではヨーロッパ勢の
フィジカルに圧倒されて何もできなかったので、そ
の課題に対して自分たちがこの2年でどれだけ改
善できたのかを試すテストになります。僕自身は
久々の実戦になるので、日本代表のみんなとプレー
するのが本当に楽しみです。また、日本で試合する
機会もあまりないので、ファンの皆さんの前で試
合ができることをとても楽しみにしています。
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日本では2019年以来のプレーとなる

渡邊 雄太 （トロントラプターズ）

NBA本契約で得た自信

この2年、厳しい環境の中で
成長できている

写真協力：フロムワン／伊藤大允

写真協力：フロムワン／伊藤大允

写真協力：フロムワン／伊藤大允

ワールドカップの悔しさは忘れていない

渡邊 雄太
1994年 10月13日、香川県出身
尽誠学園高校時代、ウインターカップで2年連続準優勝に貢献、日本
バスケットボール界では初めて高校生で男子日本代表に選出された。
同校卒業後に渡米、ジョージ・ワシントン大学に入学。卒業後、2018
年7月、メンフィス・グリズリーズと2ウェイ契約を結び、10月のフェニッ
クス・サンズ戦に出場し、日本人として2人目となるNBA公式戦でのプ
レーを果たした。20年 1 1月、トロントラプターズのトレーニングキャン
プに招待され、12月に2ウェイ契約を締結。ラプターズでは自身初とな
る先発出場や1試合20得点をマークし、4月、正式契約を勝ち取った。





INTERVIEW プレーヤーズインタビュー

Makoto 
Hiejima

FIBAアジアカップ予選、イラン戦と試合が続き
ましたが、現在のコンディションはどうですか？
比江島― Bリーグのファイナルを戦ったあとす
ぐに日本代表に参加したので多少の疲れはありま
すが、すぐに気持ちを切り替えて調子を合わせら
れたので、コンディションはいいです。
アジアカップ予選とイラン戦を通して自分のパ
フォーマンスはどうでしたか？　またそこで見え
た課題を教えてください。
比江島―自分の仕事はできていると思います。
ラマスヘッドコーチのバスケはドライブとペイン
トタッチが重要で、それが自分の役割だと思って
いるので、自分らしいドライブをして、そこからチャ
ンスメイクをして、いいシュートを打つことができ
ています。今はシュートタッチが良くて思い切り
打てているので、そこは引き続きやっていきたいで
す。課題はターンオーバーが多い試合があったの
で、もっと質の高いバスケットをすることです。

自分の仕事はできている

ワールドカップで出た課題は？
比江島―最大の課題はディフェンスです。好き
放題にやられてしまいました。受け身になってし
まい、僕らは何も仕掛けられず、相手にオフェンス
を仕掛けられて後追いになってしまいました。ま
ずプレッシャーをかけることと、ポジショニングを
もっと高めに設定してドライブをさせないこと。そ
うしたディフェンスの課題はブレックスでも意識
してやってきたつもりです。
Bリーグでの試合を通じて、ディフェンスの手応
えが出てきたといっていいのでしょうか？
比江島―僕自身、ワールドカップ後に一番成長
できているのはディフェンスだと感じています。こ
れまで、ディフェンスでは考えながらやらなきゃい
けないことが多くて余裕がなかったのですが、ブ
レックスで鍛えられました。
今後、海外組の選手が合流する中で比江島選手の
役割は何ですか？
比江島―ラマスヘッドコーチにずっと言われて
いるのはドライブをすること。これから海外組が
入ってきて塁（八村）や雄太（渡邊）に頼ってしまう
とまたワールドカップと同じ結果になってしまうの
で、パスを見すぎず、海外組を頼りすぎず、積極的
に攻めることが自分の役割です。
沖縄でのハンガリー、ベルギー、フィンランドとの
強化試合でトライしたいことは？ 
比江島―引き続き、体を張って相手にプレッ
シャーをかけること、そして自分の得意とするドラ

イブがヨーロッパ勢に通用することを証明したい
です。沖縄では海外組が雄太しか合流できないで
すが、雄太がいても自分がクリエイトしなければい
けないことがあるし、それが自分の仕事だと思って
いるので、得点の面でクリエイトできるようにチャ
レンジしていきます。
沖縄アリーナでプレーするのは楽しみですか？
比江島―はじめて沖縄アリーナでプレーするの
でめちゃめちゃ楽しみです。バスケに特化したア
リーナが日本で味わえるので、ずっとプレーしてみ
たいと思っていました。沖縄の皆さんの前でプレー
することを楽しみにしています。
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比江島の積極性が戻ってきた

比江島 慎 （宇都宮ブレックス）

ワールドカップからの成長

積極的に攻めることが
自分の役割

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

Bリーグの戦いでディフェンスが向上

比江島 慎
1990年8月1 1日、福岡県出身
洛南高校では 1年から3年連続でウインターカップ優勝に貢献。青山
学院大では2、3年次にインカレ制覇を果たし優秀選手に選出される。
同校卒業後、アイシンシーホース三河（現シーホース三河）に入団。
2013-14シーズンにはNBLの新人王を獲得。2017-1８シーズンはB
リーグMVPに輝いた。日本代表は2012年に初選出され、ウィリアム・
ジョーンズカップに出場。ラマスジャパンでは得点源としてFIBAワー
ルドカップ予選の全 12試合に出場し、2019年FIBAワールドカップに
も出場した。





INTERVIEW プレーヤーズインタビュー

Daiki 
Tanaka

6月、フィリピンで行われたFIBAアジアカップ
2021予選から本格的にポイントガードとしてプ
レーしています。ここまで中国やイランというア
ジアの強国を相手にプレーしてどのような手応え
を感じていますか？
田中―自分は生粋のポイントガードではないの
ですが、ヘッドコーチの狙いをしっかり理解して、
ディフェンスとオフェンスでいい判断ができてい
ると思っています。ピック＆ロールからズレを作っ
て攻撃のチャンスを作ること、また自分もペイント
エリアにアタックしていく選手の一人だと思って
いるので、いかに自分の良さを発揮しながらプレー
できるかを考えて取り組んでいます。
ポイントガードでプレーしている際に注意してい
ることはありますか？
田中―基本的にはチームメートにボールを回さ
ないといけないと思っています。調子が良い選手
は誰か、どこにアドバンテージがあるかなど、常に

自分の強みを生かしたPGを目指して
状況を読みながらプレーをしないといけないので、
そこがポイントガードの難しいところだと言えま
す。代表やBリーグには良いポイントガードはいま
すが、あくまでも自分の良さを出しながらプレーす
るという点を意識しています。
今回、渡邊雄太選手がベンチ入りをしますし、今
後、八村塁選手、馬場雄大選手も合流してきます。
田中―（八村）塁と（馬場）雄大が合流した時に
またチームのバランスが変わってくると思うので、
時間はあまりないのですがなるべく早くチームを
いい状況に持っていけるようにしたいですね。自
分はポイントガードの経験が少ない分、頭をフル
回転させて日頃の練習からやっていかないといけ
ないと思っています。

ハンガリー、ベルギー、フィンランドの代表チーム
と戦います。試してみたいことはありますか？
田中―どのチームもサイズがありますし、レベ
ルも高いと聞いています。そうであれば、日本代表
がどの状態にあるのかを確認するいい機会ですし、
自分としても積極的にチャレンジしていい3試合に
したいと思っています。
ここまでは中国、イランとアジアの国との対戦が
続きました。
田中―それもあり、自分としては経験値を増や
したいですね。様々な相手とマッチアップしたい
ですし、そこでどのようにプレーできるのかも楽し
みにしています。
ファンに向けてメッセージをお願いします。

田中―他のメンバーも気持ちは同じだと思いま
すが、今まで一緒に練習してきた選手、代表チーム
を支えてくれていた選手が候補に入れていないわ
けですから、選ばれた 1 2人は彼らの思いも背負っ
てコートに立たなければいけないですし、その責任
は間違いなく大きなものです。それを念頭に置い
て、多くの人たちの代表であることを意識しながら
一生懸命プレーします。新型コロナウイルス感染
の影響が続く中、ファンの皆さんの前で試合がで
きることを嬉しく思いますし、観戦された方が「見
てよかったな」と思えるように、チーム全員で戦い
たいと思います。
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田中 大貴 （アルバルク東京）

日本代表の新司令塔

様々なことを試して
経験値を増やしたい

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

司令塔としての経験値を増やしたい

今回チームの司令塔に指名された

田中 大貴
1991年9月3日、長崎県出身
長崎西高高校では2、3年次にウインターカップベスト16。東海大学で
は3、4年次にインカレを制覇して2年連続MVPに輝く。同校卒業後、
トヨタ自動車アルバルク東京（現アルバルク東京）に入団、2014-15シー
ズンにNBLの新人王を受賞、2017-18シーズンはBリーグファイナル
MVP、2019-20シーズンはレギュラーシーズンMVPを獲得。2012
年に大学3年生で日本代表入りを果たし、ラマスジャパンでは主軸と
して活躍。FIBAワールドカップ予選の全 12試合に出場し、2019年
FIBAワールドカップにも出場した。







　流れが劇的に変わったのは201 8年6月。日本
に帰化したファジーカス ニックと、ゴンザガ大学
の主力へと躍進した八村塁が日本代表に加入し
たことでチーム力は大幅に向上する。一次予選
Window3では、ホームの大観衆の前で格上の
オーストラリアに79-78で勝利する大金星をあげ
ると、続くアウェーではチャイニーズ・タイペイを
40点差で圧倒。崖っぷちを脱して二次予選に進
出した。
　二次予選のWindow5では八村に加えて当時メ
ンフィス・グリズリーズと2ウェイ契約を結んでい
た渡邊雄太も加勢。アジアの強豪イランと曲者カ
ザフスタンに連勝して波に乗り、以後は国内組の
戦力で勝ち星を重ね、4連敗からの8連勝でオース
トラリアに次ぐグループ2位で出場権を獲得した。
　日本がFIBAワールドカップに出場するのは、自
国開催となった2006年以来 1 3年ぶりであり、自
力で切符をつかんだのは 1 998年大会以来、実に
21年ぶりのことだった。
　また、201 9年6月には日本バスケットボール界
にとって歴史的な日が訪れる。ジュリアス・アービ
ング賞（NCAA年間最優秀スモールフォワード賞）
を受賞するまでに成長した八村塁がNBAドラフト
一巡目9位でワシントン・ウィザーズから指名され

る快挙を成し遂げたのだ。
　次々に歴史の扉を開けている日本は、201 9年
夏、渡邊雄太と八村塁という2人のNBAプレー
ヤーを擁して「ヨーロッパ勢から1勝」（ラマスHC）
を目標に 1 3年ぶりとなる世界の舞台に挑む。し
かし、グループラウンドではヨーロッパの強豪ト
ルコとチェコに敗れ、FIBAランキング 1位のアメ
リカの前に完敗を喫して3連敗。順位決定戦でも
ニュージーランドとモンテネグロに敗れ、5戦全敗
で大会を終えた。
　だが、世界への挑戦はここからが始まりなので
ある。「ワールドカップで得たのは経験」とラマス
HCが言うように、201 7年から積み上げてきた土
台をステップにして羽ばたくのはこれからなのだ。
　2021年には渡邊雄太がトロント・ラプターズ
と本契約を結び、八村塁は日本人初となるNBAプ
レーオフでのプレーを果たす。馬場雄大はオース
トラリアリーグでファイナルを経験するなど海外
組が大きく飛躍した。
　国内組に目を向ければ、Bリーグでは群雄割拠
の中で切磋琢磨を続けた。コロナ禍で代表活動が
できない状況でも選手たちは個々を磨き、前進し
続けているのだ。2021年夏、男子代表は45年ぶ
りとなるオリンピックの舞台に挑む。

COLUMN 歴史の扉を次々に開けたラマスJAPAN激動の4年間

マス フリオヘッドコーチ（以下HC）が就任
した201 7年から男子バスケットボールは

激動の時代を歩んでいる。そして今、自国開催の
オリンピックで勝負のときを迎えようとしている。
　激動の始まりは『FIBAワールドカップ2019』の
出場権をかけた戦いからだった。当時日本には東
京2020オリンピックの開催地枠が付与されてお
らず、男子はその出場権を得ることが条件とされ、
代表チームの成長もFIBAから審査されていた。
　2017年 1 1月から始まったFIBAワールドカップ 

アジア地区一次予選では、フィリピンとオースト
ラリア戦の連敗に始まり、201 8年2月にはチャイ
ニーズ・タイペイとフィリピンに惜敗。4連敗の崖っ
ぷちに立たされた。のちに、ラマスHCは選手の特
徴や日本の文化を知ることに時間を費やしたこと
を明かしているが、同時に選手たちもラマスHCが
指導する世界基準のシステムを覚えることに懸命
だった。この時期に試行錯誤したことで、チームは
一つになっていく。

男子日本代表
予選ラウンド（グループC）

7月 26日 （月） 21：00 vs.スペイン

7月 29日 （木） 13：40 vs.スロベニア

8月 1日 （日） 13：40 vs.アルゼンチン
決勝ラウンド

8月 3日 （火）　準々決勝

8月 5日 （木） 準決勝

8月 7日 （土） 決勝・3位決定戦／表彰式

女子日本代表
予選ラウンド（グループB）

7月 27日 （火） 10：00 vs.フランス

7月 30日 （金） 13：40 vs.アメリカ

8月 2日 （月） 10：00 vs.ナイジェリア
決勝ラウンド

8月 4日 （水） 準々決勝

8月 6日 （金） 準決勝

8月 7日 （土） 3位決定戦

8月 8日 （日） 決勝／表彰式

ラ

SCHEDULE 東京2020オリンピック 男女日本代表日程

FIBA WORLD RANKING
順位 国名 ゾーン順位 ポイント
1 アメリカ 1 781.8 

2 スペイン 1 721.3 

3 オーストラリア 1 667.0 

4 アルゼンチン 2 662.4 

5 セルビア 2 662.0 

6 ギリシャ 3 658.4 

7 フランス 4 656.0 

8 リトアニア 5 634.6 

9 ロシア 6 613.3 

10 イタリア 7 596.4 

11 ブラジル 3 591.6 

12 チェコ 8 585.4 

13 ポーランド 9 573.7 

14 クロアチア 10 546.7 

15 トルコ 11 531.9 

23 イラン 2 432.1 

25 ニュージーランド 3 421.8 

29 中国 4 363.7 

30 韓国 5 341.1 

31 フィリピン 6 340.8 

40 ヨルダン 7 273.0 

42 日本 8 260.6 

@FIBAAsiaCup

6月18日からフィリピンで行われたFIBAアジアカップ 予選フィリピン大会に臨んだ男子日本代表

※ゾーン：アメリカ■　ヨーロッパ■　アジア・オセアニア■　

2021年3月2日現在







JAPAN 男子日本代表（AKATSUKI FIVE）
ロスター 

（2021年7月5日時点）

FIBAランク

42位

W杯出場 五輪出場

5回 6回

PG

2

富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日：1993年7月30日

身長：167cm
所属：千葉ジェッツ

SG

14

金丸 晃輔（Kosuke KANAMARU）
生年月日：1989年3月8日

身長：192cm
所属：島根スサノオマジック

PF

34

渡邉 飛勇（Hugh WATANABE）
生年月日：1998年 12月23日

身長：207cm
所属：琉球ゴールデンキングス

PG

9

ベンドラメ 礼生（Leo VENDRAME）
生年月日：1993年 1 1月14日

身長：186cm
所属：サンロッカーズ渋谷

PG

24

田中 大貴（Daiki TANAKA）
生年月日：1991年9月3日

身長：192cm
所属：アルバルク東京

SG

6

比江島 慎（Makoto HIEJIMA）
生年月日：1990年8月1 1日

身長：191cm
所属：宇都宮ブレックス

PF

23

エドワーズ ギャビン（Gavin EDWARDS）
生年月日：1988年 1月15日

身長：206cm
所属：千葉ジェッツ

SF

88

張本 天傑（Tenketsu HARIMOTO）
生年月日：1992年 1月8日

身長：198cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

SF

12

渡邊 雄太（Yuta WATANABE）
生年月日：1994年 10月13日

身長：206cm
所属：トロントラプターズ

C

32

シェーファー アヴィ 幸樹（Avi Koki SCHAFER）
生年月日：1998年 1月28日

身長：206cm
所属：シーホース三河

アシスタントコーチ
マンドーレ エルマン（Herman MANDOLE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
東野 智弥（Tomoya HIGASHINO）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートコーチ兼通訳
前田 顕蔵（Kenzo MAEDA）
秋田ノーザンハピネッツ

サポートコーチ兼通訳
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

スキルコーチ
大村 将基（Shoki OMURA）
千葉ジェッツ

ストレングス&コンディショニングコーチ
阿部 勝彦（Katsuhiko ABE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

通訳
石橋 潤（Jun ISHIBASHI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
株式会社リニアート

サポートスタッフ
鈴木 良和（Yoshikazu SUZUKI）
株式会社ERUTLUC

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

HEAD COACH

STAFF

ラマス フリオ（Julio LAMAS）
生年月日：1964年6月9日

©NIKE/JBA





COACH
Péter PÓR
Gábor FORRAY
Kornel VÁRADI

HUNGARY 男子ハンガリー代表
ロスター 

（2021年7月5日時点）

FIBAランク

38位

W杯出場 五輪出場

0回 4回

SG

3

Marcell PONGÓ
生年月日：1997年3月3日

身長：194m
所属：Nuernberg Falcons BC（GER）

SG

9

Dávid VOJVODA
生年月日：1990年9月4日

身長：196cm
所属：Alba Fehérvár

PF

5

Rosco ALLEN
生年月日：1993年5月5日

身長：208cm
所属：新潟アルビレックスBB（JPN）

C

6

Ákos KELLER
生年月日：1989年3月28日

身長：208cm
所属：Falco KC Szombathely

PF

10

Zsolt SZABÓ
生年月日：1986年4月22日

身長：204cm
所属：Alba Fehérvár

SG

20

Zoltán PERL
生年月日：1995年7月28日

身長：194cm
所属：Falco KC Szombathely

PF

22

János EILINGSFELD
生年月日：1991年2月5日

身長：198cm
所属：Atomerõmú SE

PG

25

Benedek VÁRADI
生年月日：1995年2月5日

身長：194cm
所属：Falco KC Szombathely

C

13

Máté FAZEKAS
生年月日：2000年 1月19日

身長：210cm
所属：KTE Duna Aszfalt

C

16

Bálint HORTI
生年月日：1989年 10月26日

身長：205cm
所属：ZTE KK

PF

14

György GOLOMÁN
生年月日：1996年4月2日

身長：21 1cm
所属：Spirou Basket（BEL）

SF

15

Csaba FERENCZ
生年月日：1985年5月24日

身長：194cm
所属：Egis Körmend

SF

18

Norbert LUKÁCS
生年月日：2001年5月18日

身長：203cm
所属：Alba Fehérvár

TEAM MANAGER
Gábor PLÉZER

PHYSIOTHERAPIST
János HERMANN

TEAM DOCTOR
György TÉGLÁSY

HEAD OF COMMUNICATION
Endre PÓKÁSZ

STAFF

Stojan IVKOVIC
生年月日：1966年2月5日

HEAD COACH





BELGIUM 男子ベルギー代表
ロスター 

（2021年7月5日時点）

FIBAランク

37位

W杯出場 五輪出場

0回 3回

PG

00

Thomas AKYAZILI
生年月日：1997年 1月15日

身長：190cm
所属：Bahçesehir Koleji（TUR）

SG

10

Quentin SERRON
生年月日：1990年2月25日

身長：190cm
所属：RETAbet Bilbao Basket（ESP）

PG

4

Emmanuel LECOMTE
生年月日：1995年8月16日

身長：180cm
所属：Elan Béarnais Pau-Lacq-Orthez（FRA）

PF

8

Jean-Marc MWEMA
生年月日：1989年 12月5日

身長：195cm
所属：Filou Oostende

C

16

Kevin TUMBA
生年月日：1991年2月23日

身長：206cm
所属：Kolossos Rodou（GRE）

PF

24

Andy VAN VLIET
生年月日：1995年5月27日

身長：206cm
所属：BC Siauliai（LTU）

C

23

Khalid BOUKICHOU
生年月日：1992年9月17日

身長：206cm
所属：BCM Gravelines（FRA）

SG

32

Retin OBASOHAN
生年月日：1993年7月6日

身長：188cm
所属：Basketball Nymburk（CZE）

PG

18

Alexandre LIBERT
生年月日：1990年 1月25日

身長：187cm
所属：Spirou Charleroi

C

25

Haris BRATANOVIC
生年月日：2001年4月2日

身長：209cm
所属：Filou Oostende

SF

22

Vincent KESTELOOT
生年月日：1995年3月23日

身長：202cm
所属：Telenet Giants Antwerp

SF

27

Leander DEDROOG
生年月日：1999年8月5日

身長：203cm
所属：HUBO Limburg United

SG

11

Loïc SCHWARTZ
生年月日：1992年 12月4日

身長：195cm
所属：Filou Oostende

PF

15

Nathan MISSIA-DI0
生年月日：2004年 1 1月17日

身長：204cm
所属：Limoges（FRA）

SG

12

Jean SALUMU
生年月日：1990年7月26日

身長：193cm
所属：RASTA Vechta（GER）

PF

13

Pierre-Antoine GILLET
生年月日：1991年4月16日

身長：203cm
所属：Filou Oostende

ASSISTANT COACH
Olivier FOUCART
Frédéric WILMOT 

PHYSIOTHERAPIST
Peter SEMPELS
Fabian METTILION

DOCTOR
Johan VLIERS

SPORTS MANAGER
Jacques STAS

TEAM MANAGER
Klara DELCOURT

STAFF

Dario GJERGJA
生年月日：1975年8月21日

HEAD COACH





FINLAND 男子フィンランド代表
ロスター 

（2021年7月5日時点）

FIBAランク

32位

W杯出場 五輪出場

1回 2回

PG

3

Lassi NIKKARINEN
生年月日：1997年3月1 1日

身長：187cm
所属：Helsinki Seagulls

SG

17

Ville TAHVANAINEN
生年月日：2000年6月30日

身長：193cm
所属：Bradley（USA）

C

8

Tuukka JAAKKOLA
生年月日：1999年5月29日

身長：207cm
所属：Cal Poly（USA）

SG

14

Henri KANTONEN
生年月日：1997年8月20日

身長：198cm
所属：Aix-Maurienne（FRA）

C

42

Daniel DOLENC
生年月日：1993年8月10日

身長：205cm
所属：Swans Gmunden（AUT）

SF

44

Remu RAITANEN
生年月日：1997年8月21日

身長：206cm
所属：KTP-Basket

SG

45

Okko JÄRVI
生年月日：1996年 1月12日

身長：193cm
所属：Phoenix Brussels（BEL）

PF

18

Mikael JANTUNEN
生年月日：2000年4月20日

身長：204cm
所属：Utah（USA）

PG

21

Edon MAXHUNI
生年月日：1998年3月21日

身長：188cm
所属：Pärnu Sadam（EST）

SF

19

Elias VALTONEN
生年月日：1999年6月1 1日

身長：200cm
所属：BAXI Manresa（ESP）

C

20

Alexander MADSEN
生年月日：1995年 1月26日

身長：207cm
所属：VEF Riika（LAT）

C

29

Hannes PÖLLÄ
生年月日：1998年3月9日

身長：212cm
所属：UT-Martin（USA）

SG

34

Jacob GRANDISON
生年月日：1998年4月2日

身長：198cm
所属：Illinois（USA）

SF

32

Shawn HOPKINS
生年月日：1995年5月9日

身長：195cm
所属：Tampereen Pyrintö

PF

33

Olivier NKAMHOUA
生年月日：2000年5月2日

身長：203cm
所属：Tennessee（USA）

COACH
Lassi TUOVI
Hanno MÖTTÖLÄ
Juhani HIRVONEN

PHYSIOTHERAPIST
Atso LIESMALA

TEAM MANAGER
Jussi LAUKKONEN

HEAD OF DELEGATION
Mika MÄKELÄ

STAFF

Henrik DETTMANN
生年月日：1958年4月5日

HEAD COACH








